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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況

は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
ど
う
描
く

の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
を
含
め
、「
地
方

自
治
」
の
可
能
性
と
限
界
を
改
め
て
問
い
か
け
て
い

る
。

　

な
か
で
も
当
初
か
ら
そ
の
不
備
が
明
ら
か
で
あ
っ

た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
数
の
少
な
さ
と
検
査
体
制
の
不
備

は
わ
が
国
の
感
染
症
に
対
す
る
保
健
医
療
の
脆
弱
性

を
照
ら
し
出
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
八
月
四
日
東
京
都
の
世
田
谷
区
の
保

坂
展
人
区
長
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
、
米
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
方
式
の
「
い
つ
で
も
・
誰
で
も
・
何

度
で
も
」
を
基
本
に
お
く
「
世
田
谷
モ
デ
ル
」
を
宣

言
し
た
。
次
い
で
二
四
日
、
区
内
の
介
護
職
員
や
保

育
士
等
二
万
三
千
人
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
調
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
対
象
者
は
介
護
事
業
所
で
働
く

職
員
約
一
万
二
千
人
と
保
育
所
や
幼
稚
園
で
働
く
職

員
約
一
万
一
千
人
、
こ
れ
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
へ
の
施
設
入
所
予
定
者
を
加
え
る
。
発
熱
や
せ

き
な
ど
の
症
状
の
な
い
者
も
含
む
。
検
査
は
一
日
当

た
り
一
千
人
単
位
で
行
い
、
四
人
ず
つ
で
数
人
の
検

体
と
混
ぜ
て
一
度
に
測
定
す
る
「
プ
ー
ル
方
式
」
を

採
用
し
て
検
査
す
る
。
陽
性
反
応
が
出
た
場
合
、
一

人
以
上
の
検
体
が
陽
性
と
分
か
る
た
め
、
比
較
的
安

価
に
多
く
の
検
体
を
分
析
し
て
陽
性
検
体
を
洗
い
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
た
め
の
体
制
は
区
が
全
て
を
背
負
う
の
で
は

な
く
、民
間
の
活
用
も
積
極
的
に
行
う
と
し
て
い
る
。

地
域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
（
世
田
谷
区
医
師
会
）、

帰
国
者
接
触
者
外
来
（
区
内
医
療
機
関
）、
こ
の
二

つ
で
問
診
、
検
診
、
検
体
採
取
を
行
い
、
世
田
谷
区

帰
国
者
・
接
触
者
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を
保
健
所
内

に
設
置
し
、
こ
れ
を
検
体
採
取
を
行
う
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
」
と
し
た
。
こ
の
体
制
で
、
一
日
三
六

三
件
の
検
査
が
六
〇
三
件
に
な
り
、
将
来
構
想
と
し

て
一
日
三
〇
〇
〇
件
の
検
査
が
可
能
に
な
る
。
事
業

費
は
約
四
億
一
四
〇
〇
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

行
政
手
続
き
と
し
て
は
、
七
月
の
「
世
田
谷
区
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議
」（
有

識
者
会
議
）
で
の
東
大
先
端
科
学
技
術
研
究
が
ん
・

代
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
児
玉
龍
彦
名
誉
教
授

の
提
言
を
許
に
科
学
的
知
見
を
尊
重
し
、
区
長
の
政

策
判
断
を
具
現
化
す
る
た
め
の
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
の
発
足
と
政
策
提
言
の
策
定
を
踏
ん
で
い
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
す
べ
て
の
市
民
の
生
活
臨
床
に

関
わ
る
た
め
、
自
治
体
の
判
断
と
力
量
が
、
国
家
レ

ベ
ル
で
の
対
応
と
共
に
試
さ
れ
る
。
こ
の
世
田
谷
モ

デ
ル
は
、
も
た
つ
く
政
府
の
施
策
に
風
穴
を
空
け
る

と
共
に
、
地
方
自
治
体
の
可
能
性
を
拡
充
す
る
大
き

な
挑
戦
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
一
に
は
、
状
況
的
に
い
え
ば
、
現
在
の
感
染
症

対
策
は
明
治
以
来
の
法
律
体
系
に
よ
っ
て
お
り
、
保

健
所
が
中
心
と
な
っ
て
全
て
を
背
負
う
形
で
検
査
、

濃
厚
接
触
者
追
跡
、
電
話
相
談
、
医
療
機
関
と
の
調

整
等
々
を
行
っ
て
お
り
、
疲
弊
の
極
に
あ
る
。
保
健

所
の
外
側
に
対
応
体
制
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

保
健
所
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
す
る
意
味
を
持
つ
。

　

二
つ
に
は
、
介
護
・
医
療
・
保
育
・
教
育
な
ど
人

と
の
接
触
が
避
け
が
た
い
職
種
で
働
く
人
を
社
会
的

検
査
と
し
て
、
高
齢
者
施
設
や
保
育
所
を
ま
ち
づ
く

り
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
づ
け
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
運
営
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
つ
に
は
、基
礎
自
治
体
が「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
」

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
と
都
と
区
で
連
携
予
算
を

組
み
、
ど
こ
に
充
当
す
る
の
が
対
費
用
効
果
の
上
で

有
効
な
の
か
が
評
価
さ
れ
、
住
民
自
治
が
よ
り
大
き

な
政
治
行
政
の
変
革
に
つ
な
が
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

保
坂
区
政
は
そ
の
他
、
反
原
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
や
空
家
対
策
な
ど
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
は
大
き
な
成
果
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

　

旭
川
大
学
に
か
つ
て
内
申
書
裁
判
を
保
坂
さ
ん
と

共
に
闘
っ
た
Ｆ
君
と
い
う
学
生
が
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
彼
が
教
育
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
た
若

き
日
の
保
坂
区
長
を
紹
介
し
た
い
と
連
れ
て
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
実
存
状
態
の
人
生
途
上
な
が
ら
澄
ん

だ
目
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
一
昨
年
富
良
野
で
の
集

会
の
帰
途
、
旭
川
で
ま
ち
づ
く
り
を
語
っ
て
く
れ
た

が
、そ
の
目
は
あ
の
時
と
同
じ
透
明
感
を
湛
え
て
い
た
。

＜

や
ま
う
ち　

り
ょ
う
じ
・
旭
川
大
学
学
長＞
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「
世
田
谷
モ
デ
ル
」の
挑
戦


